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アフリカ，ケニア山ルイス氷河の表面のクリオコナイトの特性
Characteristics of cryoconite on the Lewis Glacier in Mt.Kenya Africa
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アフリカ大陸東部の赤道付近の高山では，年間を通して気温が低く，雨季に多くの降雪があるため氷河が存在
している．近年，世界各地の氷河，氷床が縮小しているが，アフリカの熱帯氷河も急速に縮小していることが
明らかとなっている．氷河縮小の原因には，地球温暖化に伴う気温上昇と考えられることが多いが，それに加
えて表面が暗色化することによるアルベドの低下も重要であることが明らかとなっている．この暗色化の原因
は，氷河表面に堆積した鉱物粒子や雪氷微生物に由来する有機物などから構成されているクリオコナイトと呼
ばれる暗色の固体物質である．クリオコナイトを構成する有機物や鉱物粒子は，氷河上の微生物の働きにより
暗色で球状の集合体を形成している（クリオコナイト粒）．クリオコナイトは，世界中の氷河で見られる
が，地域によって，色，量，形状，光学特性などが異なることが明らかとなっている．クリオコナイトは氷河
表面のアルベドが低下することで，日射の吸収を増やして氷河の融解を促進する効果があるため，その特性を
理解することは氷河の融解を考える上で重要となる．しかし，アフリカ大陸の熱帯地域に分布する氷河のクリ
オコナイトの特性について，詳しいことは明らかになっていない．そこで本研究では，アフリカ，ケニア共和
国ケニア山に位置するルイス氷河において，裸氷域の下流部と上流部の２地点で採取されたクリオコナイトに
ついて，光学，生物学的特性を分析し，東アフリカ熱帯域に位置する氷河のクリオコナイトの特性を明らかに
することを目的とした． 
顕微鏡観察の結果，クリオコナイトの構成物は下流部と上流部に違いがあることが明らかになった．下流部の
クリオコナイトは，鉱物粒子と糸状のシアノバクテリアが含むクリオコナイト粒が含まれていたのに対し，上
流部では，鉱物粒子と糸状シアノバクテリアが含まれていたが，クリオコナイト粒は見られなかった．クリオ
コナイト中の有機物量の分析の結果，下流部で多く，上流部では少なくなった．クリオコナイトとクリオコナ
イト中の鉱物粒子の光学特性の分析の結果，下流部のクリオコナイトの反射率は，鉱物粒子と比べて低く一定
であるのに対し，上流部のクリオコナイトは，鉱物粒子とほぼ同じ反射率，波形を示した．これは，有機物量
の多い下流部では，有機物によって暗色化しており，上流部では，有機物による暗色化の影響はほとんどな
く，鉱物粒子の色の影響を強く受けていることを示している．以上の結果から，下流部のクリオコナイト
は，有機物量が多く，氷河表面のアルベドは，氷河上の微生物などの有機物による影響を強く受けているのに
対し，上流部のクリオコナイトは，有機物量が少なく，氷河表面のアルベドは鉱物粒子の影響を強く受けてい
ると示唆される．このクリオコナイトの特性の違いは，氷河のアルベドに影響を与えることから，上流部と下
流部での融解量に違いを生むと示唆される．また，この特性の違いは，上流部と下流部の氷河環境が異なるこ
とを示しているかもしれない．そこで，発表では，クリオコナイトの特性が氷河の上流と下流で異なる原因に
ついて，氷河の物理的特性，化学的特性，生物学的特性についてさらに詳細な分析を進め，原因の解明を
行っていく予定である．
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